






























































































































































































































































































































































































































≒≡例 性 年令 夜間
仔虫 直前　2．訂　5′　10′　15′　30′　1st　2st　3st　5st
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101
2st
値は前83．6プ左，後期．ち％で僅か虹減退しているが，
推計学的に見て有意の差とは云えない（第4表の
2〕．
健康着ではJ遁走速度ほ不変3例，冗進攻び減退
各々2例J平均値前20・79分－〃，後21．33分判平均
貪喰度の平均値は前2・15，後2．13，貪喰細胞百分率
の平均値は前86．0％I後85．5％でi殆んど影響がな
いと思われる〔第4表の3〕J
0
36
7
22．16
23．79
23．90
22．73
1．80
1．91
2．18
2．22
191
85．0
87．3
94．1
88．6
88．0
20．41
18．15
18．34
1．80
1．72
2．20
84．8
85．6
93．2
以上の如くスパトニンの服用に依って，仔虫保有
者の場合仔虫の誘出と平行して，白血球道産速度及
び墨粒貪喰能が短時間内に比較的著明に克進するの
が見られる．この甥象は仔虫保有者にのみ見られる
特有の現象で，仔虫陰睦の患者でほ好酸球のそれが
僅かに克進しているのが見られるがJ健康着では殆
んど影響は見られない．白血球櫻詑冗進の程度は出
現仔虫数の多芸J患者の性別とは関係がないがI固
！相8
〝
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糟
l■：
0
J＿
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滅・バ
15
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田　　　　　　　一村
某月国　スパトニン投与による白血球
遊是速度の変動〔10分後〕
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謡．回：軽　蔑　者
㊥：仔虫保有者
X：仔虫陰性有症状着
じ仔虫保有者でも年の苦い愚者に冗進の度が強く認
められる。〔第4J5図〕．仔虫の出頭より消失に至
るまで経過を追ってJ仔虫の消長とめ関係を見ると，
概ね仔虫が出現している間は冗進しているが，両者
の消長ほ必ずしも時間的に一致するとほ限らず，仔
虫の出卦こ少し連れて機詑克進が起こる様に感ぜら
れる（第4表の5衣び第6図〕．
1
減
l．8ロ
8．75
ロ．印
第5国　スパトニン投与による白血球墨粒
貪喰能〔平均貪喰度〕の変動（10分後〕
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第6園　スパトニンに依る誘出と白血球機能
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線　括　及　び　考　操
1・仔虫の出現と白血球像
仔虫保有者11例に就いて，週期的仔虫出現
と白血球像の変動との男係を見ると，全例に
於いて夜間仔虫の出現する時刻に好酸球は増
加し，仔虫の消失する夜明け頃より減少する．
両者の問t耳は密接な関係が認められ，その増
加の程度は，夜間の平均値は昼間の平均値の
1．0∫～1．70悟，叉昼間の最低値を夜間最高値
と比較すると1．64～2．67倍に達する．嘗って
田多井は正常人に於いても好醍球は夜間に増
加ト，最高50％の増加を見ることがあると報
告しているが，仔虫保有者に於ける成績は造
かに之を上廻るものと云わねぼならない．好
酸球の最高値を示す時刻は概ね仔虫数のそれ
に一致すること一‾もあるが，多くは少し遅れ，
文明け方からの減少の経過も仔虫の消失過程
に比して緩慢で，曲線全体が仔虫出現曲線よ
■如艶分後方にすれる傾向が見ちれる．好酸球
の一日中の変動の軌　最低値は正午以後に見
られるものが多い．
叉同時に仔虫保有者10例に就いて，スパト
ニン0．1grを与えて昼間仔虫請出の場合を視
察すると，同様に好酸王刺ま仔虫の出現と併行
L．て，極く短時間内に最高16～196％の著明
な増加を示し，その増加曲線は仔虫のそれよ
りや1後方に遅れることは，前と同様で；最
高値に於いても5～20分のすれが認められる．
仔虫出現に際しての好酸球増加の程度は，
出現仔虫の多寡，患者の年令，性別等とは特
別の関係は認め難いが，仔虫陰性の患者，一
般健康者の場合には，この様な酪酸球の変動
は殆んど認められない．
琳巴球も昼夜の問に可成り著明な変動を見
せ，11例中9例に於いて夜間増加しておりJ
仔虫出現と平行するが，スバてトニンに依る請
出の際はその間係が明瞭でなかった．大串桓
バンクロフト糸状虫仔虫定期出調性忙関する研究
・球J塩基好性白血球及びその他には変動が見
られない．発案桓中性好性白血球の百分率に
多少の動柿が見られるが∵之は好酸球或は淋
巴球の変動に依る，相対的なものと考えられ
る．
糸状虫症の場合に好酸球増多症の見られる
ことは，既に幾多の報告があり，叉その増多
が仔虫の存在と密珪な関係にあることは，有
里，森口等の報告する所である．著者は同一
患者に就いて24時間内に於小ても，仔虫の出
現，消失と平行して，著明な増減のあること
を知った．しかもその増減は夜間，昼間の別
に依る生理的変動ではなく，それが仔虫の末
椅血門出硯と密接な関係があることは，スパ
トニン脹用に依る昼間仔虫出現時に於ける変
化を見ても明らかである．見好酸球の増加曲
線が仔虫出現曲線より，一般にや1後方にす
れていること，叉仔虫陰性患者ではこの様な
増加減少の見られないことなど，好酸球の増
加は全く仔虫の末柿血円出現の結果惹き起こ
される現象であることを物語るものであろう．
2．仔虫出現と白血球堪能
先ず仔虫保有者6例に就いて，白血球の達
意速度及び塁粒貪喰能を，夜間の仔虫定期出
現との関係に於いて観察して見ると，達意速
度は昼間の仔虫陰性時に平均22．15分一拍　夜
間の仔虫出現時に平均24．71分－〝で，1例を
除いて一般に夜間克進の傾向が見られ，最高
値も夜間仔虫の出現している時期にあった．
墨粒食喰能では平均貪喰度，貪喰細胞百分率
共に最高値が6例中ヰ例は夜間にあった．し
かし最高値に達する進の時間は各例に於いて
畢り，一定したものはない．貪喰能は達意速
度程著明ではないが，仔虫出現と共に克進の
傾向があり，両者の問の関係が想像される．
次にスバてトニバン0．1gr内服に依る昼間仔虫
誘出の場合J仔虫保有者30例，仔虫陰性有症
状者9例及び健康者7例に就いて，その直蹄
と10分後の成績を比較すると，仔虫保有者で
は道志速度に於いて17例，畢粒貪喰能に於い
て22例に明らかな克進が認められ，その克進
・909
中程度も著しいものが多い．之は仔虫保有者
に特有な現象であbて，仔虫陰性患者では好
酸球の機能が僅かに東進するに過ぎない．健
康看では殆んど影響が見られない．こ申白血
球横能克進の程度は，患者の保有又は誘出せ
る仔虫数の多寡，性別とは関係は認められな
いが，同じ仔虫保有者の中でも特に20才以下
の若い患者に瓦達する例が多く，その程度も
高い．仔虫の誘出経過を追って観察して見る
と，夜間の定期出現の場合と同様，仔虫の出
現している間にその充進が見られ，その下降
＝一一バ■■
はこの場合も仔虫の減少，消失にや1遅れる
傾向がある．L
以上著者は仔虫の末梢血円出現に際してJ
生体内に起こる変化の一部を追究して来たがJ
夜間の週期的出現に際しても亦スパトニンに
依る昼間許出に際しても，仔虫の末梢血門出
硯と共に酪酸球の増加と白血球遣竜速度，墨
粒貪喰能の克進の傾向があることを認めた．
しかもこの三者は仔虫陰性の患者，健康者に
は認められす，仔虫保有者にのみ見られる特
有な現象で，昼夜に依る生理的の差異でもな
く，叉スパーニンそのもの1影響でもない．
専ら仔虫の出現と密接なる関係があ少，叉仔
虫の出現，増加，減少，消失の過程と三者の
消長との関係は全く共通で，謹分時間的にず
れる傾向にあり，之等は全く仔虫出現の結果
起こる現象と考えてよい．
夜間の定期出現とスパトニンに依る誘出の
暁序が同一のものであるか香か未だ不明であ
るが，仔虫の出現と好酸球，白血球機能との
相互関係が両者に於いて，全く一致している
ことは注目すべき事実である．片峰はスパト
ニンに依る治療の場合，仔虫の減少の旺盛な
時期に一過性の好酸球増加を見ると述べ，叉
誘発に引き続きその直接よ机粗現仔虫の著明
な減少の起こることは，著者が歴々述べた所
で，誘出現桑は仔虫の減少，消失と表裏一体
の関係にあると云える．同時に起こる好酸球
の増加，白血球遊速達慶事食喰能の克進は，
誘出された仔虫の処理と・関係があるものと考
910 田　　　　　　　　村
えられる．横川氏は仔虫は網状蹄内観細胞系
・にて処理され，末栴血内への出現の一因は諒
機能の障碍に起因することを述べている．夜
間週期的に出現した仔虫の運命に就いてはJ
未だ解決されない問題であゎ，スバてトニンに
依って誘出された仔虫の運命と同じことが云
結
夜間及びスバてトニンに伐る昼間誘出時に於
ける，バンクロフト仔虫の末栴血円出現と白
血球優，自血≡球道竜速度，墨粒貪喰能との関
係を観察した．
1）仔虫保有者にあっては，夜間及び昼間
誘出時を問わす，概ね仔虫の出現経過と一致
して好酸球の増加，白血球遊竜遺草及び貴喰
能の克進を認めた．
2〕淋巴球も仔虫の夜間定期出現時に増加
えるかどうか不明だが，全身にまたがる窮状
紐内観細胞系の存在，白血球墳能の克進など
を考え合わせると，末棺血円出現と云う現象
は，仔虫にとって決して都合のよい状態では
ないと考えられる．
諭
する傾向がある．
3）スバてト三ンに依る昼間仔虫許出に際し
ての白血球撰能の克進は，年少の仔虫保有者
に特に顕著であった．
ヰ）夜間及びスパーニン指用に依る好酸球
の増加，白血球機能の克進は，仔虫保有者の
みに見られる現象で，仔虫陰性患者では著明
でなく，健康者では全く見．られない．
博筆に当り懇切なる御指導並びに御較閏の労を執らかた北村数理I片蜂助教
授に深甚の謝意を表す．備本研究は文部省科学研究費補助金の一部に依った
もので，此処に記して謝意を表する．
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